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令 和 ７ 年 度

秋田県職員（航海士・船舶士・船舶通信士）

募 集 要 項
令和７年９月１２日

秋 田 県

○ 受付期間 令和７年９月１２日（金）～令和７年１１月４日（火）

○ 試 験 日 令和７年１２月１１日（木）

問 合 せ 秋田県農林水産部 水産漁港課 調整・振興チーム

受験申込書請求 → 〒010-8570 秋田市山王四丁目１番１号

受 験 申 込 み 電 話 ０１８－８６０－１８８５（直通）

１ 採用職種、採用予定人員及び職務内容等

採用職種 採用予定人員 職 務 内 容

水産関係試験研究調査指導船「千秋丸」又は漁業

航海士 １人 取締船「くぼた」の甲板部業務に従事します。

水産関係試験研究調査指導船「千秋丸」又は漁業

船舶士 １人 取締船「くぼた」の甲板部業務に従事します。

水産関係試験研究調査指導船「千秋丸」又は漁業

船舶通信士 １人 取締船「くぼた」又は水産振興センターの無線通信

業務に従事します。

※船舶（千秋丸、くぼた）は、男鹿市の船川港に係留しています。

２ 受験資格

採用職種 資 格 年 齢

六級海技士（航海）以上の免許を有する者、又は 昭和５５年４月２日

航海士 令和８年３月３１日までに六級海技士（航海）以上 以降に生まれた者

の免許を取得する見込みの者

一級小型船舶操縦士の免許を有する者、又は令和 昭和５５年４月２日

船舶士 ８年３月３１日までに国土交通大臣から小型教習 以降に生まれた者

所の登録を受けた高校を卒業し、一級小型船舶操縦

士の免許を取得する見込みの者

第三級海上無線通信士以上の免許を有する者、又は 昭和５５年４月２日

船舶通信士 令和８年３月３１日までに第三級海上無線通信士以上 以降に生まれた者

の免許を取得する見込みの者
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◆次のいずれかに該当する者は、受験できません。

ア 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなる

までの者。

イ 秋田県職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者。

ウ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊

することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者。

エ 外国籍の者のうち就職が制限される在留資格の者。ただし、採用予定日までに、就職でき

る在留資格に変更見込みの者は除きます。

◆外国籍の受験希望者の方へ

外国籍の職員は、担当できる職務などに制限があります。

ア 外国籍の職員は、公権力の行使（行政処分（行為）や事実行為により、県民等の権利義務

に影響を与えること。）に携わる職務は担当できません。

イ 外国籍の職員は、公の意思の形成への参画に携わる職（原則として本庁の課長級以上及び

地方機関の長）に就くことはできません。

３ 試験の日時及び場所

日 時 場 所

令和７年１２月１１日（木）

適性検査 午前 ９時３０分～午前１０時３０分 秋田地方総合庁舎６階会議室

作文試験 午前１０時４５分～午前１１時４５分 （秋田市山王四丁目１番２号）

口述試験 午後 １時００分～

４ 試験の種目及び内容

種 目 内 容

適性検査 職務遂行に必要な適性についての検査

作文試験 文章による表現力、理解力、文章構成力等についての試験

口述試験 船舶職員としての知識及び人物についての個別面接による試験

※外国籍の方の試験方法、試験問題は日本国籍を有する方と同一です。

５ 資格調査

受験資格の有無、申込における記載事項の真否等について行います。

なお、受験申込における記載事項等に虚偽の申告があった場合には、採用されないことがあり

ます。

６ 合格者の発表

合格発表 令和８年１月中旬予定 合否は書面で通知します。

７ 合格してから採用まで

（１）最終合格者の採用は、令和８年３月３１日までに「２ 受験資格」に記載する免許の取得を

確認できた合格者については、令和８年４月１日の予定です。

（２）令和８年３月３１日までに「２ 受験資格」に記載する免許の取得が確認できなかった合格
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者については、取得が確認でき次第、採用します。

（３）ただし、令和８年９月３０日までに「２ 受験資格」に記載する免許を取得できなかった場

合は採用されません。

８ 勤務条件

（１）給与

給料は、原則として船舶勤務の場合は「海事職給料表」、陸上勤務の場合は「行政職給料表」

に基づいて支給され、このほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当、寒冷

地手当等の諸手当がそれぞれ支給要件に応じて支給されます。

なお、初任給は、学歴、経歴その他の事項を勘案の上決定されます。

（２）勤務時間

原則として、月曜日から金曜日までの午前８時３０分から午後５時１５分までですが、漁業

取締船「くぼた」では、午前７時３０分から午後４時１５分になります。

（３）休暇

年間２０日（採用年は１５日）の年次休暇や病気休暇、ボランティア休暇・結婚休暇・出産

休暇・夏季休暇などの特別休暇、介護休暇があります。

（４）福利厚生

職員住宅などの施設があります。

９ 申込手続

パソコンまたはスマートフォンでインターネットから申し込んでください。

（１）申込方法

「令和７年度秋田県職員（航海士・船舶士・船舶通信士）の募集について」（https://origin.pref.
akita.lg.jp/admin/archive/clone/91064）の内容を確認してから、同ページ内の電子申請サービス（受
験申込ページ）にアクセスしてください。

その後、電子申請サービスのアカウント登録を行い、完了したらログインの上、画面上の受

験申込フォームに入力し、申込内容に間違いがないか確認して送信してください。

申込を行うと、申込完了通知メールが自動配信されます。アカウント登録しただけでは、受

験申込は完了していませんので、ご注意ください。

（注）申込完了通知メールが届かない場合は、受験申込受付期間内に速やかにお問い合わせく

ださい。

（２）受験申込フォームの入力要領

ア 必要箇所に漏れなく入力し、該当する事項を選択（チェック）してください。

イ 最終学歴は、令和８年３月卒業（修了）見込みを含みます。

ウ 最近６か月以内に撮影した本人の写真（上半身、正面向、無帽、無背景、縦横比おおむね

４：３（サイズは問わない）の画像ファイル（ＪＰＥＧ、ＰＮＧ又はＧＩＦ）を添付してく

ださい。

エ 免許所持者は、本要項「２ 受験資格」を証明する免許等の写し（ＪＰＥＧ、ＰＮＧ、Ｇ

ＩＦ又はＰＤＦ）を 添付してください。

（注）使用されるパソコンや通信回線上の障害等によるトラブルについては、一切責任を負い

ませんので、時間に余裕を持って申請するとともに、受験申込が受付されたことを申込完

了通知メールにより必ず確認してください。
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（３）受験票の交付

１１月４日（火）までに受験票が発行され、メールアドレスに受験票発行のお知らせが送

信されますので、電子申請サービスにアクセスし、受験票をダウンロード・印刷し、受験当

日に忘れずに持参してください。

（注）合格発表などで使用する受験番号は、この受験票に掲載してお知らせします。

インターネット（電子申請）による受験申込の流れ

10 受付期間

令和７年９月１２日（金）から令和７年１１月４日（火）まで

11 その他

試験当日は、受験票、筆記用具（ＨＢの鉛筆・シャープペンシル・消しゴム・ボールペン）を

持参してください。また、試験室によっては、時計がないか、席から見えにくい場合がありますので、

時計（計時機能のみ）を各自持参してください。なお、携帯電話やスマートフォンについては試験中の

使用（時計代わりの使用を含む）は認めません。

合否判定理由の問い合わせには応じられません。また、提出書類は合否にかかわらず返却しま

せん。

受験申込者 電子申請サービス

アカウント仮登録

アカウント本登録

受験申込書の入力・送信

①受験申込受付開始後、次のURLを
通じて、電子申請サービスにアクセ
スし、アカウント登録をします。

https://origin.pref.akita.lg.jp/admin/a
rchive/clone/91038

②続いて、電子申請サービスにログイ
ンし、受験申込フォームに必要項目を
入力します。入力が完了したら、内容
に間違いがないか確認して送信しま
す。

（審査中）

④申込完了通知メールにより、受験申
込が受付されたことを確認し、受験
票が発行されるまで、しばらくお待ち
ください。

受験票発行
通知の受信

⑥受験票の発行がメールにより通知さ
れますので、電子申請サービスにア
クセスし、受験票をダウンロード・印
刷してください。

受験票を
ダウンロードして印刷

アカウント本登録画面
へのURL発行

アカウント本登録完了

受験申込の受信・受付

審査

受験票の発行

※注意 アカウント登録をし
ただけでは、受験申込は
完了していません。必ず
②以降の手続きも行って
ください。

③受験申込を受付すると、
申請者に申込完了通知
メールが送信されます。

⑤水産漁港課で審査を行
い、お知らせした期日ま
でに、受験票を一斉発行
します。

メールアドレス等の登録

（メール）
仮登録完了のお知らせ

URLにアクセス

（メール）
申込完了通知

送 信

（メール）
交付物発行のお知らせ


